
 

 

令和６（2024）年 12月 13 日 

独立行政法人都市再生機構 

 
                   

                
 
 
 
 

 

独立行政法人都市再生機構（以下「ＵＲ都市機構」）は、ＵＲまちとくらしのミュージアム（東京都北

区）で、「震災復興企画展～大規模災害とまちづくりのいま～」を、令和６年 12月 23 日（月）から令和

７年 3月 31 日（月）まで開催します。 

この「震災復興企画展」では、阪神・淡路大震災、東日本大震災（原子力災害）、令和６年能登半島地

震等の大規模災害に対してＵＲ都市機構が行ってきた復旧・復興支援の取組み、都市の安全性が懸念さ

れている密集市街地等における防災まちづくりについて、動画放映やパネル等を用いて紹介します。 

東日本大震災（原子力災害）については、東日本大震災・原子力災害伝承館（福島県双葉町）より放射

性物質から身を守るための防護服等を借用し展示を行います。阪神・淡路大震災については、発災直後の

復旧から復興までの支援全体を紹介し、密集市街地等における防災まちづくりについては、現在、取り組

んでいる事業地区の支援事例等を紹介します。 

 「震災復興企画展」を通して、ＵＲが行ってきた復旧・復興支援とともに、いまのまちの姿を幅広い世

代に発信し、震災の記憶や教訓を継承してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お問い合わせ先）※ 12/30～ 1/3 及び土日祝 日を除く 10： 00～ 16： 00 

■震災復興企画展に関するお問合せ先（事務局） 

 ＵＲ都市機構 災害対応支援部 企画課 新田・佐藤（電話）045-650-0707 

■報道関係の方からのお問合せ先   

 ＵＲ都市機構 広報室広報課      古檜山・大西（電話）045-650-0887 

震災復興企画展～大規模災害とまちづくりのいま～ 

ＵＲまちとくらしのミュージアム「ラボ 41」で 

12 月 23 日（月）から３月 31 日（月）まで開催 

ＵＲが行う防災まちづくりの実例を紹介 

写真：「としまみどりの防災公園（IKE・SUNPARK）」 

原子力災害による立ち入り制限のためのバリケードなどを実物展示 

提供：東日本大震災・原子力災害伝承館 



 

 

 

 １ 期 間  2024 年 12 月 23 日（月）～2025 年３月 31日（月）※休館日 水曜・日曜・祝日 

 ２ 会 場  ＵＲまちとくらしのミュージアム「ラボ 41」（東京都北区） 

 ３ 予 約  不要 

 ４ 主 催  ＵＲ都市機構 

 ５ 協 力  東日本大震災・原子力災害伝承館（福島県双葉町） 

  詳細は別添チラシをご参照ください。 

  下記のホームページでも、併せてお知らせしてまいります。 

  URL : https://akabanemuseum.ur-net.go.jp 
 

 

【ＵＲ都市機構】 

ＵＲ都市機構の歩みは戦後の住宅不足解消に端を発しています。1955 年から様々なステークホルダーと

ともに、時代時代の多様性に即し、安全・安心・快適なまちづくり・くらしづくりを通して、「人が輝く

“まち”」の実現に貢献してまいりました。そしてこれからも、変化する社会課題に挑戦し続けることで

皆さまにお応えし、「人が輝く“まち”」づくりに不可欠な存在でありたいと考えております。これまで培

ってきた持続可能なまちづくりのノウハウをいかし、都市再生事業・賃貸住宅事業・災害復興支援・海外

展開支援に全力で取り組んでまいります。 
https：//www.ur-net.go.jp/ 

震災復興企画展の概要 



「東日本大震災・原子力災害伝承館（福島県）」

U Rまちとくらしのミュージアム ラボ 41 1F

12月23日 月      3月31日 月  2024（R6）年 2025（R7）年

会  期

会  場

震 災 復 興 企 画 展

~ 大 規 模 災 害 とまちづくりの いま ~

発災直後からのUR都市機構の総力をかけた

復旧・復興支援の取り組みをご紹介します。



JR「赤羽」駅西口より徒歩8分JR「JR「JR「赤羽」赤羽」赤羽」駅西口駅西口駅西口駅 より徒より徒より徒歩8分歩8分歩8分

・開館時間  10:00~17:00

・休 館 日  水曜・日曜・祝日

  （年末年始12月27日～1月8日・臨時休館あり）

〒115-0053

東京都北区赤羽台1丁目4－50

TEL:03-3905-7550

お問い合わせ先 ACCESS

公式サイト

東日本
大震災
2011年3月11日

原子力災害被災地域における

被災後「０」からのスタート

～再生プロセス～

阪神淡路
大震災

1995年1月17日

30年の時を経て　

～防災まちづくりの取り組み～

能登半島
地震

2024年1月1日

能登半島地震における

URの支援状況

震災復興企画展（ラボ41）：予約不要

※ミュージアム棟の見学は事前予約制になります。予約方法は、公式サイトよりご確認ください。

※団体でのご来館をご希望の場合は、下記お問い合わせ先までご連絡ください。

入場
無料

10:00～17:00

赤羽駅

ミュージアム棟 ラボ41（企画展会場）


